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各
単
組
新
執
行
部
　
決
定
！

○
高
松
市
学
校
職
員
協
議
会

○
丸
亀
市
教
職
員
協
議
会

○
坂
出
市
教
職
員
会

○
仲
多
度
善
通
寺
市
教
職
員
協
議
会

○
三
豊
観
音
寺
教
職
員
協
議
会

○
小
豆
郡
教
職
員
会

○
大
川
教
職
員
協
議
会

○
綾
歌
郡
教
職
員
会

○
木
田
郡
教
職
員
協
議
会

○
直
島
町
教
職
員
会

会
　
　
長
　
那
須
　
将
弘
（
屋
島
西
小
）

事
務
局
長
　
黒
川
　
幸
宣
（
牟
礼
南
小
）　

今
年
度
、
直
島
に
会
員
は
い
ま
せ
ん
。
　

会
　
　
長
　
池
田
　
道
雄
（
白
山
小
）

事
務
局
長
　
上
村
　
勇
介
（
氷
上
小
）　

会
　
　
長
　
丸
尾
　
和
己
（
宇
多
津
北
小
）

事
務
局
長
　
松
本
　
美
加
（
宇
多
津
小
）　

会
　
　
長
　
平
木
　
義
章
（
さ
ぬ
き
南
小
）

事
務
局
長
　
斉
藤
　
諒
太
（
造
田
小
）　

会
　
　
長
　
岸
田
　
秀
豊
（
苗
羽
小
）

事
務
局
長
　
武
部
　
陽
佑
（
池
田
小
）　

会
　
　
長
　
小
野
　
達
朗
（
観
音
寺
小
）

事
務
局
長
　
土
山
　
由
美
（
豊
中
中
）　

会
　
　
長
　
西
村
　
博
文
（
満
濃
南
小
）

事
務
局
長
　
河
本
　
彬
彬
（
琴
平
小
）　

会
　
　
長
　
谷
口
　
翔
平
（
西
庄
小
）

事
務
局
長
　
木
村
　
孝
彬
（
坂
出
小
）

会
　
　
長
　
塩
崎
　
太
郎
（
城
南
小
）

事
務
局
長
　
相
原
順
之
介
（
富
熊
小
）　

第
三
次
中
央
要
請
行
動

　
５
月
２
０
日
（
月
）
か
ら
２
１
日
（
火
）
の
２
日
間
、
第
三
次
中
央
要
請
行
動
が
東
京

に
て
行
わ
れ
た
。
香
教
連
か
ら
は
、
高
木
委
員
長
と
弘
瀬
副
委
員
長
（
全
日
教
連
専
従
）

が
参
加
し
た
。
お
よ
そ
７
０
名
の
衆
議
院
議
員
と
参
議
院
議
員
の
方
々
に
要
望
書
を
提
出

し
た
。

　
要
望
内
容
は
、

　
　
一
　
定
数
改
善
・
加
配
措
置
の
拡
充

　
　
二
　
教
職
員
の
処
遇
改
善

　
　
三
　
働
き
方
改
革
の
推
進

　
　
四
　
部
活
動
地
域
移
行

　
　
五
　
教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
　
六
　
子
育
て
環
境
の
充
実

　
　
七
　
教
育
に
係
る
経
費
の
予
算
化

　
　
八
　
教
育
関
連
法
整
備

の
８
項
目
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
ど
の
議
員
の
方
々
も
本
当
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
り
、「
教
育
は
将
来
の
日
本

を
方
向
付
け
る
大
切
な
部
分
だ
か
ら
、
教
員
の
処
遇
改
善
は
も
う
待
っ
た
な
し
の
と
こ
ろ

ま
で
き
て
い
る
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
う
い
っ
た
要
望
の
実
現
は
、
本
当
に
時
間
が
か

か
る
。
し
か
し
こ
う
し
て
地
道
に
要
望
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
少
し
ず
つ
で
も
前
進
し
て

い
く
し
か
な
い
。
ま
た
、
先
の
中
教
審
の
審
議
ま
と
め
発
表
を
受
け
て
の
要
請
行
動
で
あ

っ
た
た
め
、
国
会
議
員
の
方
か
ら
は
も
っ
と
現
場
の
声
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
と
の
話
も
あ

っ
た
。
　

　
こ
れ
か
ら
も
全
日
教
連
・
香
教
連
は
会
員
の
皆
様
の
声
を
地
道
に
届
け
て
い
く
。

第
４
回
採
用
試
験
対
策
部
研
修
会

　
５
月
６
日
（
月
）Ｇ
Ｗ
最
終
日
、
第
４
回
採
用

試
験
対
策
部
研
修
会
が
香
川
県
教
育
会
館
２
階
会

議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
第
４
回
は
、
香
川
大
学
准
教
授
倉
野
晴
代
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
集
団
討
論
、
面
接
に
つ
い
て
講

義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
最
初
に
倉
野
先
生
の
講
義
、
そ
の
後
、
実
践
練

習
を
行
っ
た
。
香
教
連
会
員
の
先
生
方
も
面
接
官

役
に
な
っ
て
、
部
屋
の
入
り
方
、
ノ
ッ
ク
の
仕
方
、

立
つ
姿
勢
、
服
装
や
目
線
、
声
の
大
き
さ
ま
で
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
注
意
し
た
り
意
識
し
た
り
で
き

る
よ
う
に
助
言
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
１
５
分
の
時
間
の
中
で
、
意
見
を
ま
と
め
上
げ

て
い
く
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
参
加
し
た
講
師

の
先
生
方
が
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
見

ら
れ
た
。

第
５
回
採
用
試
験
対
策
部

　
　
　
　
　
研
修
会
の
お
知
ら
せ

日
　
時
　
令
和
６
年
６
月
２
２
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
か
ら
１
２
時

場
　
所
　
香
川
県
教
育
会
館
　
２
階
会
議
室
他

内
　
容
　
集
団
面
接
対
策
　
講
義
と
演
習

申
込
み
　
評
議
員
宛
の
お
知
ら
せ
プ
リ
ン
ト
参
照

香教連会員の皆様の声を
　　　　　　　届けてください！

○ 学校での困りごと

○ こんな企画してほしい

○ 香教連新聞の意見・感想

○ 制度や法律についての質問

　何でもかまいません。

　下の QR コードを読み取って必要事項を

記入して送信してください。

　送ってくださった方の中から抽選で、素

敵なプレゼントをお送りします。【今月は、

「不親切教師のススメ」（松尾英明著）】

　どしどし送ってください。

　5 月号、「教師のしくじり大全」は、丸亀

郡家小、吉田陸斗先生の送らせていただき

ます。

5月　業務抄
２ 日　丸亀市教職員協議会　定期大会

６ 日　第４回採用試験対策部研修会

９ 日　坂出市教職員会　定期大会

10 日　高松市学校職員協議会 定期大会

　　 　小豆郡教職員会　定期大会

　　　 木田郡教職員協議会　定期大会

12 日　全日教連専門部会

13 日　全日教連　中央要請行動 文科省

19 日　全日教連　評議委員会

20･21 日　全日教連　中央要請行動（国会議員）

30 日　仲多度郡善通寺市教職員協議会

　　　　　　　　　　　　　  定期大会

31 日　三豊観音寺教職員協議会

　　　 　　　　　　　　　　 定期大会

　　　 綾歌郡教職員会　定期大会

平井卓也衆議院議員

三宅伸吾参議院議員

山本博司参議院議員

瀬戸隆一衆議院議員

大野敬太郎衆議院議員

全日教連　専門部会
　5月１２日（日）9:00 より、東
京都都市センターホテルにおいて
令和６年度全日教連専門部会が開
催された。
　香川県からは幼児教育部に八重
彩先生、瀬戸美奈子先生、女性教
諭部に高木京子先生が参加した。
　今年度の活動の方向性と要望内
容について活発な意見が交わされ
た。

専
従
日
誌 

　
　
勇
気
と
知
恵
と
決
断
に
よ
り
業
務
改
善
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
瀬
　
雅
一

　
曇
天
模
様
が
続
く
中
、
色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇
る
紫

陽
花
を
見
か
け
る
と
、
そ
の
生
命
力
溢
れ
る
姿
に
元
気

を
も
ら
え
ま
す
。
上
野
恩
賜
公
園
は
桜
や
蓮
の
名
所
と

し
て
名
高
い
都
市
公
園
で
す
が
、
実
は
紫
陽
花
の
名
所

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
紫
陽
花
を
愛
で
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
と
散
策
す
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は

の
楽
し
み
方
で
す
ね
。

　
お
よ
そ
五
年
前
、「 

学
校
・
教
師
が
担
う
業
務
に
係

る
三
分
類
」
が
文
部
科
学
省
よ
り
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
基
本
的
に
は
学
校
以
外
が
担
う
べ
き
業
務
」「
学
校
の

業
務
だ
が
必
ず
し
も
教
師
が
担
う
必
要
の
な
い
業
務
」

「 

教
師
の
業
務
だ
が
、
負
担
軽
減
が
可
能
な
業
務 
」
の

三
分
類
に
基
づ
く
十
四
の
取
組
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
学
校
に
お
い
て
業
務
の
考
え
方
を
明
確
化

し
た
う
え
で
役
割
分
担
や
適
正
化
の
推
進
状
況
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
恐
ら
く
各
校
に
よ
っ
て
事
情
は
様
々

な
た
め
、
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　「 

全
国
の
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
事
例
集
（ 

令

和
五
年
三
月
改
訂
版 

）」
の
前
文
で
は
「 

学
校
の
抱
え

る
課
題
の
複
雑
化
・
困
難
化
が
進
ん
で
い
る
中
に
お
い

て
、
業
務
負
担
を
軽
減
し
、
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、
教
師
を
取
り
巻
く
環
境
を
見
直
し
、
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
て
学
校
現
場
に
お
け
る
業
務
の
在
り

方
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
」
と

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
例
集
は
児
童
生
徒
指
導
や
学
習
指
導
等
、
教

師
が
教
師
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
に
更
に
邁
進
し
、

子
供
た
ち
へ
の
教
育
充
実
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
模
索
す
る
た
め
に
、
校
内
研
修
等
で
活
用
す

る
こ
と
も
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
令
和
五
年
度
教
文
研
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

テ
ー
マ
・
崇
高
な
使
命
を
有
す
る
教
職
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
）
に
お
い
て
数
々
の
金
言
を
発
し
、
参
加
者
の

心
を
打
っ
た
戸
ヶ
﨑
勤
氏
（
埼
玉
県
戸
田
市
教
育
委
員

会
教
育
長
）
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

　「 

学
校
と
し
て
守
る
べ
き
も
の
は
守
る
、
一
方
で
こ

れ
ま
で
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
改
め
る
べ
き
も
の
は

改
め
る
と
い
っ
た
、
勇
気
と
知
恵
と
決
断
に
よ
り
、
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
運
営
協
議
会
の
議
論
等
か
ら
生
ま
れ

た
好
事
例
が
、
市
内
全
体
へ
と
広
が
る
等
、
好
循
環
が

起
こ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

ＱＲコードを読み取って

応募して下さい→→→→

中教審特別部会「令和の日本型学校教育」を担う
　　　　　　質の高い教師の確保のための環境整備に関する方策について（審議まとめ）

①教職調整額の引き上げ ③新たな級の新設

②小学校教科担任制の拡充

④学級担任に手当を

⑤新卒1年目には学級担任以外の業務を

　教職員には、残業手当の支給が認められていない代わりに、教

職調整額４％が支給されることになっています。これは、企業に

おける残業代と比較すれば、わずかな金額です。時間に換算すれ

ば、1日 20分、月8時間分の残業代に相当します。多くの教職員

が、月30時間を超えて勤務時間外に働いていることから考えると

あまりにも少ないと言わざるを得ません。今回10％以上の引き上

げという数字が出されていますが、まだまだ十分とは言えません。

「これでは余計に働かされることに繋がる」や「これでは働き方改

革にはならない」、「教員不足は解消されない」などの反対意見も

ありますが、私たちは教育専門職であるという立場と給特法の基

本的な考え方を維持していくという点では高く評価できると考え

ます。今後も働き方改革や定数改善、処遇改善は一体的に取り組

まなければといけない問題です。

　若手教師へのサポート機能を強化し、諸課題への対応や学校内外

との連携・調整機能を充実させるための新たな職を設けることで新

たに「級」を創設することが示されています。教諭は2級で、主幹

教諭・指導教諭は特2級となっています。この間に新たな級を設け

る案が盛り込まれました。東京都では、「主任」という制度が既に設

けられています。教務主任や学年主任などベテラン教員が配置され

る業務にこの昇給制度が当てはまれば、モチベーションの向上にも

繋がると考えられます。（下記資料1参照）

　小学校の学級担任を経験された方なら御存知だと思いますが、

高学年では理科等の専科教員が授業を行うことが多く、授業時間

が数時間軽減されます。ところが、中学年担任、特に4年担任は

高学年と授業時数があまり変わらないのに、専科教員が充てられ

ないことが多く、持ち時間が全校で最も多くなっている場合があ

ります。3年生から6年生の専科指導のための教職員定数改善案

は、非常に期待の持てる案です。

　学級担任は、子どもたちの学習や学校生活の基盤である学級に関

する様々な業務や保護者への連絡・相談対応などに日々取り組んで

います。学級担任をしている教員の方が1日平均1.6時間多く業務

をこなしているという結果もあります。その職務の重要性や負荷を

踏まえ、現在一律に支給されている義務教育等教員特別手当につい

て見直し、学級担任に手当額を加算する案が示されました。

　新卒採用者への支援の観点から、新卒1年目は学級担任ではなく

教科担任として学級副担任をさせるなど持ち授業時間を軽減する案

が示されています。こうした支援が、学校の職場環境を改善し、教

員を目指す人材が増えることで教員不足を解消する方策になって欲

しいと願います。

教育職の級別標準職務

1級 小学校、中学校または義務教育学校

の講師、助教諭または養護助教諭の

職務

2級 小学校、中学校または義務教育学校

の教諭、養護教諭または栄養教諭の

職務

3級 小学校、中学校または義務教育学校

の副校長、または教頭の職務

4 級 小学校、中学校または義務教育学校

の校長の職務

特2級
小学校、中学校または義務教育学校

の主幹教諭、指導教諭の職務

新たな級　　　「主　　　任」

資料1


